
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
岡
山
県
下
か
ら
も
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
が
続
々
と
神
戸
入

り
し
て
い
る
。
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・

岡
山
市
）
は
地
震
発
生
の
十
七

司
以
来
、
長
田
区
内
で
被
災
者

の
診
療
活
動
を
続
け
る
。

　
同
区
役
所
な
ど
の
入
っ
た
合

同
庁
舎
。
通
路
や
フ
ロ
ア
に
は

寝
起
き
す
る
被
災
者
が
び
っ
し

の
悪
化
な
ど
で
風
邪
が
増
加
。

そ
し
て
避
難
生
活
の
不
安
や
焦

り
が
募
っ
て
お
り
、
精
神
的
ケ

ア
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
筑
波
大
か
ら
来
た
岩
井

亮
医
師
（
Ｊ
）
。

ん
だ
ん
体
力
的
に
き
つ
く
な
っ

て
い
る
が
、
み
ん
な
す
ご
い
熱

意
。
何
と
か
頑
張
り
た
い
」
と

話
す
。

　
黒
住
教
本
部
（
岡
山
市
尾
上
）

が
呼
び
か
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
グ
ル
ー
プ
は
、
約
千
六
百
人

の
被
災
者
が
避
難
し
て
い
る
兵

庫
中
学
校
（
兵
庫
区
永
沢
町
）

に
応
募
し
た
。
何
か
役
に
立
て

れ
ば
自
分
と
し
て
も
う
れ
し

い
」
と
岡
山
県
児
島
郡
灘
崎
町

の
主
婦
（
四
九
）
。

　
夕
方
に
出
す
メ
ニ
ュ
ー
は
か

す
汁
、
の
っ
ぺ
い
汁
な
ど
日
替

わ
り
。
白
菜
、
大
根
や
鶏
肉
な

ど
が
入
っ
て
い
る
。
順
番
待
ち

を
す
る
被
災
者
は
段
ボ
ー
ル
箱

岡
山
か
ら
名
多
数

　
参
加
し
た
医
師
ら
は
、
保
健

所
内
の
フ
ロ
ア
で
寝
袋
な
ど
で

り
。
そ
の
五
階
の
中
央
保
健
所
仮
眠
す
る
。
暖
房
は
無
く
、
水

戻
ぶ
哺
訓
剤
回
割
印
全
国
か
や
ト
イ
レ
な
ど
も
満
足
に
使
え

ら
医
師
や
看
護
婦
ら
が
次
々
に

参
加
し
て
現
在
で
は
約
百
人
に

上
り
一
保
健
所
内
で
の
二
十
四

時
間
診
療
や
避
難
所
へ
の
巡
回

診
療
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
寒
さ
や
疲
労
、
衛
生
状
態

な
い
。
夜
は
寒
さ
が
厳
し
く
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
も
体
に
巻
い

て
し
の
い
で
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
現
地
事
務
局
を

担
原
退
席
檄
防
茶
屋
町
早
沖

　
’
　
　
　
ｊ

の
小
原
一
郎
さ
ん
（
・
ｆ
）
は
「
だ

へ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
テ
ン
ト
を

張
り
、
二
十
三
日
か
ら
朝
夕
の

炊
き
出
し
を
し
て
い
る
。
「
温

か
い
食
べ
物
が
ほ
し
い
」
と
の

要
望
に
こ
た
え
た
も
の
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
は
同
本
部
会
計
課

長
の
小
野
紘
一
さ
ん
（
五
一
）
や
一

般
応
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
総

勢
十
一
人
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
の
新
聞
記
事
を
見
て
す
ぐ

で
作
っ
た
即
席
の
盆
に
カ
ッ
プ

け
る
臨
時
窓
口
を
二
十
四
日
に

開
設
。
伊
藤
昭
・
県
住
宅
課
住

宅
主
幹
（
蓋
一
）
と
西
山
英
利
・
県

住
宅
供
給
公
社
主
査
（
一
‘
一
七
）
の
二

人
が
詰
め
て
い
る
。

　
二
十
七
日
夕
ま
で
の
申
し
込

み
は
計
二
十
一
件
。
伊
藤
さ
ん

は
「
り
災
証
明
は
後
か
ら
で
も

取
れ
る
の
で
、
印
鑑
の
あ
る
λ

な
ら
受
け
付
け
て
い
苓
た
ぺ

就
職
先
も
世
話
し
て
ほ
し
い
と

涙
な
が
ら
に
言
わ
れ
る
人
が
多

く
て
…
」
と
困
惑
気
味
だ
。

め
ん
の
空
き
容
器
。
「
お
お
き
　
長
田
区
長
楽
町
の
借
家
が
つ

に
」
。
一
時
間
ほ
ど
で
千
六
百
。
ぶ
れ
、
泉
団
地
へ
の
入
居
を
決

人
分
が
な
く
な
っ
た
。
宍
　
　
め
た
無
職
和
久
田
発
（
す
す
む
）

　
民
間
人
だ
け
で
は
な
い
。
岡
さ
ん
（
六
五
）
は
「
和
気
町
は
妻
の

山
県
は
、
兵
庫
県
庁
（
中
央
区
父
の
里
だ
が
、
年
を
と
っ
て
い

下
山
手
通
）
の
十
二
階
に
山
陽
る
だ
け
に
転
居
す
る
の
は
つ
ら

団
地
（
赤
磐
郡
山
陽
町
）
、
泉
い
。
西
宮
市
で
働
く
長
男
と
別

団
地
（
和
気
郡
和
気
町
）
の
両
れ
別
れ
に
な
る
し
」
と
言
葉
少

県
営
住
宅
へ
の
入
居
を
受
け
付
な
に
語
っ
て
い
た
。
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